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1. はじめに 
 現在では，情報を提供・発信する手段として
Webが積極的に活用され，学内においても多く
のWebサイトが制作・所有されている．しかし，
高機能な Web サイトの制作や煩雑な更新処理
などの管理運営は制作側にとっての負担は大き
い．そこで本研修では，専門知識を必要とせず
にWebサイトの制作や文章・画像などのデジタ
ルコンテンツを体系的に管理することができる
コンテンツ管理システムと呼ばれる CMS 
（Content Management System）の基礎的な技術
を修得することを目的とした．CMSには多くの
種類が存在するが，研修ではオープンソースの
WordPressを用いた．WordPressは本来ブログツ
ールであるが，拡張された機能により最近では
CMSとしての利用が増えている． 
 研修内容は，文献を用いた学習にてWordPress
による CMS の基本的な機能や使用方法につい
て理解すると共に，実際に学習用Webサイトの
構築を通して編集や更新などの構築処理をはじ
め，保守作業を含めたWordPressによるWebサ
イトの実践的なコンテンツ管理技術の基礎を修
得した．最終的には，本研修の目標でもある技
術部のWebサイトに CMSの導入を将来的には
実現するための準備として，各自が WordPress
を用いて同Webサイトの構築を試みた． 
 WordPress の学習のための作業環境は，クラ
イアント PC のローカル環境にて行った．しか
し，実際の CMS はインターネットサーバであ
るWebサーバ上で作業するため，現実的な研修
環境の整備を目的として，WordPress をインス
トールするための LinuxによるWeb専用サーバ
の構築を研修の一環として行い，Linux サーバ
上でもWordPressの学習を行った．  
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2. WordPressと開発環境の構築 
 研修ではCMSのひとつであるWordPressを採
り上げ，そのための開発環境の構築を行なった．
この章では，PC（Windows7）上におけるロー
カルサーバ（クライアント PC）および Linuxサ
ーバ上での構築について研修内容を述べる． 
 
2.1 WordPressについて 
 本来は PHP 言語で開発されたオープンソー
スのブログ用ソフトウェアである．最近は単に
ブログ用として利用するだけではなく CMS 運
用のためにもしばしば利用されている．また，
データベース管理システムには MySQL を利用
しているのが特徴である． 
 図 2-1のように通常のWebサイト更新にはテ
キストエディタや専用ソフトを用いて HTML
ファイルを編集し，FTPなどのファイル転送ソ
フトにより出来上がった HTML ファイルを
Webサーバへアップロードするのが一般的であ
る．しかし CMS を用いたサイト更新ではブラ
ウザ上で CMS の管理画面をアクセスし，この
管理画面から文章や画像などのコンテンツを直
接，編集・更新することで修正内容がWeb上に
反映される．図 2-2 にブラウザよりアクセスし
た WordPress の初期の管理画面を示す．目的の
作業に応じたメニューを選択することによりペ
ージの修正を行うことができる． 
図 2-1 CMSを用いた編集手続きの比較 
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2.2 XAMPPによるローカルサーバの構築 
 ここではローカル（研修実施者各自のPC上）
に Web サーバおよびデータベースを構築する
ために行った研修内容を述べる．ローカルに構
築してやれば HP の作成しようとするページを
公開前に事前に作成およびチェックが手軽で効
率的に進められる利点がある．そのため，本研
修では Windows7 上で簡単に Apache，PHP，
MySQL などが構築できるフリーのソフトウェ
ア XAMPP を用いた．XAMPP を起動すると図
2-3 のようにコントロール画面が表示され，こ
こから Apacheや PHP等をボタンの選択により
開始、または停止することができ，その状態を
確認することが可能である．  
 Apache等を起動した後，目的のサイトを編集
するための WordPress 管理画面を呼び出すには，
あらかじめ必要なファイル群を所定の場所にイ
ンストールしておき，その場所をブラウザの
URLとして指定することでアクセスできる．実
際にはユーザのパスワード認証を経てダッシュ
ボードが起動され，編集可能となる． 
2.3 WordPressのための Linuxサーバの構築  
 WordPressはクライアントPCでも動作可能で
あり，研修の学習においては効率的ではあるが，
実際には Web サーバにインストールした
WordPress が用いられている．そこで，現実的
な環境で研修を行うために Linux サーバの構築
を行った． 
 今回構築した Linux サーバは，研修用として
Web 専用サーバに特化した構成とした．また，
サーバのための PC は，研修利用に耐え得る程
度のデスクトップ PC（Pentium4 2.8GHz，メモ
リ 1GB，ディスク 40GB）を選択した． OS は
CentOS6.4の 32bitで Basic Serverとして基本的
な構築後，WordPressに必要なApache， MySQL，
そして PHP をパッケージにてインストールす
ると共に利用可能な設定を行い稼働させた．
MySQL ではデータベースのバックアップや復
元処理などの管理を Web にて利用することが
できる phpMyAdminをインストールした．また，
WordPress のアップデートやプラグインで必要
となる FTPサーバとして，vsftpdをインストー
ルした．その他のサービスサーバとしては，リ
モートログインするための ssh のみとした．更
に，これらのサービスサーバのアクセス制限は，
基本的には iptables を用いて設定しているが，
Webアクセスの制限はWebサーバの設定，また
はWordPressにて対応した． 
構築した Linux サーバでは，登録した研修者
各自の ID にてログインすることで自身の領域
に WordPress をインストールし，データベース
の作成や設定を行うことが可能となった（図
2-4）．また，クライアント PC から学習用 Web
サイトまたは，技術部試作Webサイトの移行を
行うことで，その処理の確認やサーバ上での学
習として利用することができた． 
図 2-2 WordPressの初期管理画面（ダッシュボ
ード） 
図 2-3 XAMPPのコントロールパネル 
図 2-4 Linuxでの phpMyAdmin 
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3. WordPressによるWebサイトの構築 
研修では、文献を参照しながら WordPress の
修得を目指した． 
まずWordPressの管理画面（図 2-2）の使い方
について学習を行った．この管理画面では，記
事の投稿，画像の管理，作成するWebサイトの
外観の変更，機能の追加，ユーザ管理，WordPress
や新たに追加した機能のアップデートなど，
Webサイトを更新するために必要な機能がGUI
により提供されている．  
本研修において文献による学習の目的は「テ
ーマ」を作成することである．「テーマ」とは，
公開する Web サイトの枠組みを作成する作業
を云い，管理画面の「外観」機能で変更可能で
ある．一般に全て管理画面で操作できる記事の
投稿等とは違い，「テーマ」を編集するためには
直接 WordPress 内のいくつかの関連したファイ
ルを編集する必要がある．そのため，ある程度
のWordPressの動作についての知識と PHP言語
の知識が必要となってくる． 
元来 WordPress では，多くの有志によりアッ
プロードされ、しかも自由に使用できる「テー
マ」が数多く用意されている．しかし，これら
の「テーマ」とは離れて自分が思い描くWebサ
イトにしたい，または詳細部分を変更したい，
もしくは１からの作成をしたい等は Web 製作
者が「テーマ」に手を加える必要がある．その
ため文献による学習では，途中まで用意されて
いる「テーマ」について，文献の手順に従い不
足している部分を追加編集しながら管理画面で
行える記事投稿や設定変更などの使用方法を修
得しつつWordPressについて詳しく学んだ． 
本研修では 2種類の「テーマ」を用いた．ひ
とつは架空のブログサイトで，もうひとつは架
空の会社のWebサイトである．この 2つの加工
を行った． 
また「テーマ」は WordPress のテンプレート
ファイルで作成される．テンプレートファイル
とは，管理画面から投稿された記事を表示する
ための土台となる部分であり，記事が投稿され
た時の状態をイメージしつつ作成する必要があ
る．また，記事と「テーマ」で分けて管理する
ため，テンプレートタグと呼ばれる WordPress
専用の PHPで作られた関数を用いることで，管
理画面で投稿，設定されたデータを「テーマ」
で呼び出す処理を行うことができる．  
テンプレートタグを上手に用いて作成した例
として，サイトの階層を示すためのナビゲーシ
ョン機能のひとつであるパンくずリストがある．
パンくずリストでは閲覧しているページを階層
によって場合分けをして作成する必要がある．
その場合分けの時に記事がどういったカテゴリ
であるのか，もしくは記事がいつ作成されたの
か，といった記事に設定された内容を調べるた
めのテンプレートタグを用いる．他にも管理画
面において、設定したサイトのタイトルや，記
事の表示を行うといった様々なテンプレートタ
グが存在する． 
 以上のことを研修しつつ完成させた「テーマ」
が図 3-1，図 3-2 となる．CMS としてサイトを
運営するのであれば図 3-2 に示す架空会社の
Webサイトのように，記事もブログのような時
系列で投稿するものではない形で作るとよい． 
 
図 3-1 架空のブログサイト 
図 3-2架空の会社のWebページ 
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4. 研修で構築したWebサイト 
 本研修では，技術部のWebサイトに CMSを
導入することを目標に WordPress を用いて同
Webサイトの構築を行った．ここでは，構築し
た 2つのWebサイトについて報告する． 
 
4.1構築したWebサイトその 1 
 ここでは WordPress のあるひとつの方法によ
り構築した Web サイトについて説明する．図
4-1はそのWebサイトのトップページである． 
構築したWebサイトは学習で用いた「テーマ」
ではなく WordPress オリジナルテーマとして最
初から選択できる TwentyFourteen を「テーマ」
として選択した．TwentyFouteenは初心者向けの
「テーマ」となっており，WordPress を利用し
ている多くの Web サイトやブログで選択され
ている「テーマ」である． 
この Web サイトは技術部ホームページを参
考にして作成した．まず，Webサイトのタイト
ルを福井大学工学部技術部とし，上部ヘッダー
画像として福井大学の写真を用いた．さらに，
画面左のサイドメニューに学内専用コンテンツ
へのリンクを配置し，上部タイトル横のメニュ
ーに学外からもアクセス可能なコンテンツへの
リンクを配置した．上部メニューはメインメニ
ューとして WordPress のメニュー設定を用いて
作成したが，画面左のサイドメニューは学内専
用のコメントを入れたかったので，メニュー設
定ではなく固定ページ一覧のウィジェットを用
いて，一覧表示のタイトルを学内専用として上
部メニューにある固定ページを除いて一覧表示
するように設定した．また，TwentyFourteen は
文字サイズが小さかったため，スタイルシート
(style.css)を編集しタイトルとメニュー，本文の
文字サイズを調整した． 
次に，WordPress のブログとしての機能は構
築するWebサイトには必要ないので，Webサイ
トの全てのページを固定ページとして作成した．
さらに，WordPress の通常のトップページだと
ブログの投稿が一覧表示されてしまうので，ト
ップページの代わりとなる固定ページを作成し，
その固定ページをトップページとして設定する
ことでブログの機能を削除した．そのため，構
築したWebサイトでは固定ページを追加，編集
することでWebサイトのコンテンツの追加，編
集が可能となっている． 
固定ページは WordPress のビジュアル編集を
用いて技術部ホームページのコンテンツの内容
をコピーし，コピーできない部分や配置位置の
調整をおこなった．さらに細かい編集やビジュ
アル編集では編集できない部分に関しては，テ
キスト編集を用いて html や PHP を直接編集し
た．図 4-2は作成した主な活動のページである．
また，構築した Web サイトでは PDF ファイル
などをサイトに埋め込むために WordPress の
PDF を Web サイトに埋め込む専用のプラグイ
ンである EmbedPDFを用いている．図 4-3は作
成した技術部組織図のページで，EmbedPDF を
用いて組織図の PDF ファイルを固定ページに
埋め込んである． 
 その他細かい調整として，TwentyFourteen で
は各固定ページの上部に固定ページのタイトル
を表示するためのスペースと余白があるが，構
築した Web サイトでは固定ページのタイトル
が不要なページが多く，余白があるとWebサイ
トが閲覧しにくくなるので，TwentyFourteen の
スタイルシートと固定ページのテンプレートフ
ァイル(page.php)の両方を編集して固定ページ
図 4-1 構築したWebサイト-トップページ 
図 4-2 構築したWebサイト-主な活動 
 
図 4-3 構築したWebサイト-技術部組織図 
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図 4-4 Webサイトその 2 - トップページ 
のタイトルは非表示に，余白は 0に調整した．
また，固定ページの下部にはコメント投稿欄が
表示されるが，構築したWebサイトには必要な
いので，固定ページのテンプレートファイルを
編集しコメント投稿欄の表示を非表示にした． 
 
4.2構築したWebサイトその 2 
次に，架空の家具製造販売会社 Greenのサン
プルサイト（図 3-2）を基に構築したWebサイ
トその 2についても説明する．図 4-4 はトップ
ページである． 
「Green」は学習で用いたテーマのひとつであ
り，一般企業サイトのように固定ページ機能を
多用するWebサイトの構築に向いている． 
このWebサイトその 2では，テーマ Greenの
基本構成を大きく改変することなく，ほぼその
まま踏襲しながら，新しい技術部ホームページ
を構築できるかを試みた．また，このWebサイ
トは既存の技術部ホームページを参考にしつつ
も，大幅刷新するべく作成に取り組んだ． 
まず，Webサイトのタイトルを福井大学工学
部技術部とし，ヘッダー画像は福井大学の写真
に差し替えた．画面上部のナビゲーションには
各コンテンツへのリンクを配置し，右上のサブ
ナビゲーションにはサイトマップおよび学内専
用コンテンツへのリンクを配置した．トップペ
ージの中央にあった Green社の業務内容紹介は
スタイルシート(style.css)を僅かに修正し，各技
術室の紹介説明に変更した． 
次に，Green社のWebサイトを構成していた
各固定ページを削除し，技術部ホームページに
必要なコンテンツ毎に固定ページを新規に追加
して置き換え，アイキャッチ画像と呼ばれる人
目を引くためのサムネイル画像も各ページで差
替え，必要であればページ間で親子関係を設定
した． 
WordPress のダッシュボードで固定ページを
新規追加すると，他の固定ページと同じ体裁（同
じナビゲーション，ヘッダー，フッター等を有
した）の空白ページが作成される．よって，一
旦 Web サイトの基本構成が決まると Web サイ
ト管理者はそれをテンプレートのように用い，
コンテンツの作成や更新に注力できる仕組みに
なっていた． 
技術部ホームページの主要コンテンツである
「主な活動」においては，現在の技術部ホーム
ページは年度毎に 1つのファイルで纏められて
いたが，このWebサイトその 2では「福井大学
公開講座」，「技術部研修会」，「福井大学きてみ
てフェア」の 3つに分離，それぞれに固定ペー
ジを用意し，Webサイト管理者が複数人いても
各人が個別に更新できる構成とした． 
このWebサイトその 2では，Webサイトの管
理者による更新内容のお知らせなどの配信を主
な目的として，ブログページも残している． 
技術部組織図などの PDF ファイルは現状で
はWebサイト埋め込みではなく，Webブラウザ
のウィンドウ差し替えとなってしまう．この点
は今後の修正課題である． 
テーマ Greenの基本要素となっているバナー，
ボタン，タブ等の構成画像はダッシュボードに
用意されている一般的な操作メニューからは変
更できないが，WordPress 内の wp-content / 
themes / Green / imagesにある画像ファイルを同
じ名前で置き換え，Webサーバにアップロード
することで変更できた． 
更新作業の多くは Web ブラウザに起動した
WordPress のダッシュボード上だけで行うこと
ができる．一度Webサーバにアップロードがで
きれば，その後の更新やメンテナンス作業は
CSSを駆使したWebサイト構築用ソフトウェア
よりも比較的容易であると感じた． 
図 4-5 Webサイトその 2 - 主な活動 
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5. おわりに 
 本研修では、ブログツールである WordPress
を CMS として用いることで，Web サイトの構
築と管理運用のための基礎的な技術を修得した．
また，修得のための学習環境として，研修者の
PC に WordPress が必要とする Apache，PHP，
MySQL が導入できる XAMPP を用いて構築し
た．更に，現実的な環境でのWebサイトの構築
や運用管理を修得するために CentOS による
Webサーバの構築も研修の一環として行った． 
 研修内容は、構築した環境にて学習用のブロ
グサイトや一般的な企業の Web サイトを用い
て，WordPress の基本的な機能や使用方法，及
び「テーマ」に関わるテンプレートファイルな
どのサイト構築での編集や更新による構築処理，
並びに管理画面によるコンテンツの管理技術の
基礎を修得した． 
 研修における学習の成果としては，研修者が
試作として技術部の Web サイトを構築したが，
本格的なWebサイトを独自の「テーマ」にて構
築するには，テンプレートタグをはじめ，PHP
及び CSS などの理解と専門的な知識が必要で
あり、今回のWordPressを用いたWebサイト構
築に関する基礎技術の修得だけでは，記事であ
るコンテンツを新たなデザインテーマで構築す
ることは難しく，既存の「テーマ」を利用した
小規模なカスタマイズによる見栄えやプラグイ
ンで実現できる程度である．しかし，現実的に
はカスタマイズ利用が効率的であるため，今回
は既存の「テーマ」を利用して構築した．更に
研修では，「テーマ」の構築処理以上に，ブラウ
ザにより直接管理画面にアクセスすることで，
Webサイトのコンテンツが体系的に運用管理で
きる利便性を実際に修得できた．これらの修得
した基本技術を活かして，今後は技術部を含め
たWebサイトの構築，または管理作業の手段と
して CMSの利用を考えていきたい． 
 最後に，本研修の日程を表 5.1に示す． 
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表 5.1 研修日程 
日付 時間 研修内容 
6/10（月） 9:00-10:30 研修内容打ち合わせ 
6/21（金） 15:00-16:30 WordPressのための Linuxサーバの構築 
6/28（金） 13:30-1530 WordPressインストールのための開発環境の構築 
7/5（金） 13:30-15:30 WordPressの基本的操作方法の学習（1） 
7/19（金） 13:30-15:00 WordPressの基本的操作方法の学習（2） 
8/2（金） 13:00-14:30 WordPressの基本的操作方法の学習（3） 
8/22（木） 14:00-16:00 WordPressの基本的操作方法の学習（4） 
9/6（金） 13:30-15:00 WordPressの基本的操作方法の学習（5） 
9/27（金） 13:30-15:30 WordPressの基本的操作方法の学習（6） 
10/11（金） 9:30-11:00 WordPressの基本的操作方法の学習（7） 
10/18（金） 10:00-11:30 WordPressの基本的操作方法の学習（8） 
11/8（金） 10:00-11:00 WordPressの基本的操作方法の学習（9） 
11/15（金） 9:30-11:00 WordPressの基本的操作方法の学習（10），Webサイトの移行 
12/3（火） 9:30-11:00 WordPressを用いたWebサイトの構築（1） 
12/17（火） 9:30-11:00 WordPressを用いたWebサイトの構築（2） 
1/17（金） 9:30-11:00 構築したWebサイトの確認，研修報告について 
2/14（金） 9:30-11:00 研修報告について 
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